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KarnakagominとAbhayadeva

宇 野 智 行

0.Pramanavarttika(以 下PV)の 第 一 章Svarthanumanaparicchedaの 自注 に対

す る三 つ の 復 注 の うちKarnakagominのPramanavarttikasvavrttitika(以 下PVS-

VT)が これ に 先 行 す るSakyabuddhiのTika(以 下PVT)を 殆 どそ の ま ま利 用 し

て い る こ と は,既 に シ ュ タイ ソ ケ ル ナ ー氏 に よ って 指 摘 され て い る1)。PVSVT

はPVの 語 義 解 釈 を ほ ぼPVTに 依 って お り,そ の 他 の 細 か い 議 論 もそ れ 以前 の

Dharmakirti作 品 の 注 釈 書 群 に 基 づ い た も の とな って い る。 本 稿 で は,こ の よ う

なPVSVTが,白 衣 派 ジ ャ イナ 学 僧Abhayadevauri(11世 紀)のTattvabodh-

avidhayini(以 下TBV)に お い て抜 粋,利 用 され る例 を 紹 介 し,PVSVTを 利 用 す

るAbhayadevaの 意 図 に つ い て論 述 し た い2)。 な お 末 尾 に,TBVに 基 づ くPV-

SVTの テ キ ス ト訂 正 可 能 例 を 付 し てお く。

1.既 に 渡 辺 重 朗 氏 に よ っ てAbhayadevaがTBVに お い て古 典Carvaka派 の

認 識 論 を 否定 す る為PVSVTを 援 用 す る こ とが 発 表 され て い る3)が,本 稿 で紹 介

す る両 書 の 対 応 箇 所(PVSVTp.9,3-p.11,17とTBVp.56g,24-p.571,19)は 渡 辺 氏

が 未 だ 指 摘 され て い な い も の で あ り,勿 論PVTに も対 応 しな い 。 対 応 箇 所 は

PVSVTに お い て は,PVⅠ.ⅴ.3(paksadharmastadamSenavyaptohetustrid-

haivasah/avinabhavaniyamaddhetvabhasastato'pare//)の 注 釈 冒頭 部 分 の一 部 に

相 当す る も の で あ り,v.3の 概 要 説 明 お よび 語義 解 釈 が な さ れ た 後 の 証 因 の 特 徴

に 関 す る論 争 部 分 に 当 た る。 こ こ で は主 に 以 下 の よ うな反 論 が導 入 さ れ,こ れ に

対 す る仏 教徒 の 答 論 が 述 べ られ て い る。

(1)主 題 所 属 性(paksadharmatva)と い う証 因 の特 徴 は述 べ る必 要 が な い4)。

(2)三 つ の証 因(svabhava,karya,anupalabdhi)は 主 題 所 属 性 を 持 た な い5)。

(3)証 因 が 主 題 所 属 性 を 持 た な い場 合 に も推 理 が成 り立 つ例 が あ る6)。

こ の よ うに 当該 箇 所 はPVⅠ.ⅴ.3に 述 べ られ る証 因 の特 徴,と りわ け 主 題 所

属 性 に つ い て の議 論 に 終 始 し て お り,Karnakagominが これ らの 議 論 を 主 題 所 属

性 とい う証 因 の特 徴 が 推理 に 不 可 欠で あ る こ とを説 明 す る為 に 導 入 し た こ とは 明

らか で あ る 。PVSVTがPV自 注 に 対 す る注 釈 で あ る限 り,こ のKarnakagomin
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の 意 図 は 当然 至 極 の こ と と言 え よ う。

2.一 方,TBVに おい て もPVSVTと 全 くパ ラ レル な 議 論 展 開 に な る が,対 応

箇 所 が 導 入 され る部 分 は,仏 教 徒 の 推 理 の定 義 に 基 づ い て ニ ャ ーヤ学 派 の 推理 の

定 義 を 述 べ るNyayasutra1.1.5を 批 判 す る とい う形 を とっ て い る。 この ニ ャ ー

ヤ学 派批 判 の 中 で,AbhayadevaはNayabhasya中 の'purvavat'の 第 二 解 釈 ,

つ ま り'purvavat'と い う語 の'vat'と い う接 辞 を 〈matUP〉 接 辞 で は な く
,

行 為 の類 似 性 を表 示 す る 〈vatⅠ〉 接 辞 と理 解 す る解 釈7)を 紹 介 し,こ れ を批 判 す

る部 分 に この対 応 箇 所 を挿 入 し て い るの で あ る 。

喩 例 の ダル ミン(例 えば くカマ ド〉)に お い て 〈煙 〉 が見 ら れ る と共 に 〈火 〉 が

見 られ る こ とを 前 提 と し,こ れ と 同様 に 所 証 の ダル ミン で あ る 〈山〉 に お い て も

〈煙 〉 が 見 られ る こ とか ら 〈火 〉を 推 理 す る とい うニ ャー ヤ説8)に 従 え ば,直 接 知

覚 に よっ て 〈煙 〉 と 〈火 〉 の論 理 的必 然 関 係 が 理 解 され る こ とに な る。 そ の 結果,

喩 例 の ダル ミン に お い て 〈煙 〉 と 〈火〉 を 直 接 知 覚 し ただ け で 所 証 の ダル ミンに

お い て 〈火 〉を 推 理 す る こ とが成 り立 つ こ とに な っ て し ま うの で あ る9)。 さ ら に,

も し直 接 知 覚 が 一 切 を 包 括 す る形 で(sarvopasamharena)〈 煙 〉 と 〈火 〉 の 論 理 的

必 然 関係 を理 解 せ し め るな ら,〈 煙 〉 の知 覚 に よっ て空 間 的 に遮 られ た 〈火 〉を

理 解 す る こ とが 出 来 る こ と に な り,推 理 が 無 意 味 に な っ て し ま う10)。Abhaya-

devaは,遍 充 関 係 は 直 接 知 覚や 推理 で は な く,別 の プラ マ ー ナ に よっ て 把 握 さ

れ,し か も一 切 を 包 括 す る形 で把 握 され る,と 主 張 す る の で あ る11)。

そ し てAbhayadevaは 上 記 の 議 論 の 後 に,以 下 の よ う にPVSVTと 対応 す る

議 論 を 開 始 す る。

【反論】 一切の ものを包括す る形 で遍充が把握 され る として も,推 理 は プラマ ーナた る資

格 を持 つ ことはないであろ う。何故 なら[推 理 は]遍 充 関係を把握 せ しめ るプラマ ーナ

に よって既に理解 された ものを対象 としてい るので,想 起 となるか らである12)。

遍 充 関 係 が 直 接 知 覚 ・推 理 以 外 の 何 らか の プ ラ マ ー ナに よ っ て把 握 さ れ る とし

て も,そ れ が 一 切 を 包 括 す る形 で 把 握 され るの な らぽ,直 接 知 覚 の 場 合 と同 じ く

上 記 の よ うな 反 論 が 想 定 され うる こ とに な ろ う。 そ し て こ の反 論 に対 す る答 論 も

ま たPVSVTを そ の ま ま利 用 して お り,「 遍 充 関係 の把 握 だ け で は,『 この主 題 の

ダル ミン に い ま論 証 され るべ き ダル マが 存 在 す る』 とい うよ うな 個 別 性 を 伴 った

確 定 知 が 生 じ る こ とは な い 」13)ので推 理 は プ ラマ ーナ で あ る と答 え る ので あ る。

これ 以 降 もPVSVTと 完全 に 対 応 す る議 論 が 続 く が,Abhayadevaは 対 応 箇 所

の 最 後 に 「故 に 我 々の 見 解 に お い て は,一 切 を 包 括 す る形 で 遍 充 関 係 が 把 握 され
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ても推理が生じないわけではな い」14)とまとめている。このまとめからも理解出

来るよ うに,上 記の反論 ・答論以外の議論は全て付け足しに過 ぎず,Abhayad-

evaは 対応箇所の議論を,Karnakagominが 意図していたように主題所属性 とい

う証因の特徴を成 り立たしめる為に述べたのではな く,遍 充関係が一切を包括す

る形で把握されても推理は成立するとい うことを主張する為に述べたことは明ら

かで あ る。結局Abhayadevaは,こ の対応箇所の議論に よってニャーヤ学派に

よる'purvavat'の 第二解釈を否定することだけを意図していたことになる。

3.TBVに おい ては,他 学派の学説を否定する為に別の学派の学説を援用する

手法がしぽしぼ見られ る15)。当該箇所におい て も,Abhayadevaが 仏教徒の推

理の定義を積極的に認めているわけではなく,単に 他学派の学説を否定するため

にPVSVTを 利用していることは明らかである16)。このように自派の学説によっ

て他学派を批判するのではな く,他 学派の典籍をもって相殺す るとい うAbhay-

adevaの 態度は,後 発 ともいえるジャィナ論理学,さ らには相対論を奉 じるジャ

イナ教そのものの特徴を表していると言えよう。

[APPENDIX] 

PVSVT 

•q9, 27•r tasmad pratipannavisista-

•q9, 29) sadhyadharminanyadesad-

isthah 

•q9, 31•r na to dhamamatrad 

•q10, 4•r paksadharmasyoktatvat 

•q10,11•r evam pratyaksadharma-

tvam 

•q10, 12) purvoktanyadharmatvad-

arsanad 

•q10, 18•r laksyasya laksanam evam 

syat tadapu rvam na 

sadhyate/ 

•q10, 21•r parasya ca tatsambandh-

itva-

TBV 

•q570, 6•r tenapratipannavisista-

•q570, 7•r sadhyadharmenanyadesadist-

hah 

•q570, 9•r na ca dhumamatrad 

•q570,13•r paksadharmatvasyoktatvat 

•q570,17•r evam yat paksadharmatvam 

•q570,18•r purvoktanyadharmatvadars-

anad 

•q195, 8•r purvoktanyadharmasya 

darsanad17) 

•q570, 24•r laksyam hi laksanenaitada-

purvam na prasadhyate/ 

•q571,1•r tasya ca tatsambandhitva-18)

1) Steinkellner, E., "Philological Remarks on Sakyamati's Pramanavarttikatika", 
Studien zum Jainismus and Buddhismus, Gedenkschrift fur Ludwig Alsdolf, Wie-
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sbaden,1981.

2)使 用 テ キ ス ト : PVSVT: Karnakagomin's Commentary on the Pramanavarttikav-

rtti of Dharmakarti, edited by R. Sankrtyayana, Allahabad, 1943 (Reprinted by 

Rinsen Book Co., 1982). ; TBV: Sammatitarkaprakaranam by Siddhasena Divakara 

with Abhayadevasuri's Commentary, Tattvabodhavidhayini, 5 Vols., edited by 
Sukhlal Sanghavi and Bocardas Doshi, Ahmedabad, 1924-1931 (Reprinted by 

Rinsen Book Co., 1984).

3)渡 辺 重 朗,「 古 典Carvaka派 の 認 識 論 ― 断 片 の系 譜 ― 」(『 成 田 山 仏教 研 究所 紀 要』

第17号,1994年,PP.11-130.)

4)PVSVT,9,3-10(TBV,569,24-29).両 テキ ス トの 対 応 につ い て は,第46回 学 術 大

会 に お い て配 布 した レジ ュ メを 参 照 され た い 。

5) Ibid. , 9, 11-13 (TBV, 570,1-4) . 6) Ibid., 10.8-18 (TBV, 57M4-24). 
7) Nyayavarttikatatparyatika (Edited by Amarendramohan Tarkatirtha, 1936-

1944, Calcutta) 152, 14-15. 

8) Ibid., 152, 16-18. 9) TBV, 568, 30-32. 10) Ibid., 56957-11.

11)当 該 部 分 にお い てAbhayadevaは 遍 充 関 係 が 如 何 な る プ ラマ ・一ナ に よ っ て把 握 さ

れ るか 直 接 言 及 しな い。 た だ し,彼 の時 代 の ジ ャイ ナ 論理 学 に お い て は 遍 充 関 係 を 把

握 す る も の と して タル カ(tarka)と い う プラ マ ー ナ が 認 め られ て い た 。 タル カに つ

い て は,藤 永 伸,「 ジ ャ イ ナ教 の思 択 」(『 印度 学 仏教 学 研究 』 第41巻 第2号,1993年,

pp.(101)-(104).)を 参 照 さ れ た い 。

12) TBV, 569, 24-25 (PVSVT, 9, 3-4). 13) Ibid., 570, 4ff. (PVSVT, 9, 25ff.) 

14) Ibid., 571, 21: tan nasmanmate sarvopasamharena vyaptigrahane ' numanan-
utthanam/

15)例え ば ミー マ ー ンサ ー学 派 のsvatahpramanyavada批 判 の た めTattvasamgyahaを

(TBV,18ff.),仏 教 徒 のpramanadvitvavada批 判 の た めSlokavdyttikaを(TBV,

574ff.)利 用 す るな ど の例 が あ る。

16)Abhayadevaは,Karnakagominが 対 論 者 の 典 拠 と して 挙 げ た,ジ ャ イナ 教 の 証 因

の 特 徴 を 述 べ た 有 名 な韻 文 を そ の ま ま 引用 して い る 。 積 極 的 に 認 め るべ き 自派 の 学 説

が 対 論 者 の 言 明 と して 述 べ られ て い る に も 関 らず,そ の ま まPVSVTを 利 用 して い る

こ とか ら も,自 説 を 積 極 的 に 展 開 す るの では な く他 学 派 の典 籍 に よ っ て別 の 学 派 を批

判 す る とい うAbhayadevaの 態 度 が よ く現 れ て い る。TBV,569,28-29.(PVSVT,

9, 9-10.) : anyathanupapannatvam yatra tatra trayena kim/nanyathanupapan-
natvam yatra tatra trayena kim//

17)当 該 箇 所 でTBVはPVSVTと 完 全 一 致 し てい るが,以 下 の ジ ャイ ナ 論 書 に 基 づ い

て訂 正 可 能 で あ る。SeePyameyakamalamdytanda(EditedbyMahendraKumar,

Delhi,19903.)195,8:tatpurvoktanyadharmasyadarsanadvyabhicaryate/

18)当 該 箇所 の代 名詞'tasya'は'pura'を 指 示 す る。 故 にPVSVTに 見 られ る'par-

asya'は'purasya'に 訂 正 可 能 で あ る。

〈キ ー ワ ー ド〉 Karnakagomin, Abhayadeva, ジ ャイナ論理学

(広島大学大学院)
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